
 

 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人京都社会事業財団 

施設・事業所名 介護老人福祉施設 にしがも舟山庵 

取組名称 地域住民を対象にしたスペースの提供 

取組の目的や背景・内容など 

「地蔵盆行事を実施したいのだが場所がない」といった地域のお声が

あり、施設開設の翌年くらいから、毎年8月に施設の駐車場を地蔵盆の

会場に提供しています。開催時には、施設の水道やトイレを使用して

いただくと共に、猛暑時期でもあり、体調不良の参加者が発生した場

合は施設の一室を休憩場所に使っていただけるようお声かけしていま

す。 

 

 

 

取組を行って良かった点など 

地域の会長さんが交代されてもこの形が継続されており、地域行事に組

み込まれ、定着してきているように思います。 

さらに、本施設ご入居者の平均要介護度は常時 4 以上と重度の方が多い

のですが、施設の敷地内であり、また、地蔵盆プログラムのタイミング

を見計らってお声かけいただけるため、外出機会の少ない車椅子移動に

限定されるご入居者も容易に参加させていただき、地域の方と交流をも

つ機会にもなっています。 

 

 

 

 

 



 

 

 

  



 

 

法人名 社会福祉法人 京都社会事業財団 

施設・事業所名 介護付有料老人ホーム ライフ・イン京都 

取組名称 地域との合同防災会の取組み 

取組の目的や背景・内容など 

地元松陽学区では自治連合会、自主防災会、消防分団、民生児童委員協議

会、学区社協等で構成される松陽防災ネットワークが活動しておられました

が、当ホームとしても地域の一員として共に防災に取り組みたいとの思いを

お伝えし、新たに平成21年7月に松陽合同防災会が発足しました。 

今では、上記各団体の役員の皆様と法人内事業所（京都桂病院、児童養護

施設つばさ園、児童心理治療施設ももの木学園、特別養護老人ホーム京都厚

生園、介護付有料老人ホームライフ・イン京都）が連携し、地域防災のため

の活動を行うと共に、お互いに顔の見える関係を作ろうと頑張っています。 

・ホームの会議室をご使用いただき、毎月定例で松陽合同防災会を開催。 

・災害時にも使用できるように無線機9台を購入して、地域の方々にもお渡

しして防災会開催日の朝9時に防災無線の試験交信を実施。 

・毎年定例で、春にはホームのホールで講師を招いての防災講演会、秋には

地域の小学校で防災訓練を実施するなどの活動を行っており、毎回100名

を超える参加者があります。 

取組を行って良かった点など 

・防災会のつながりだけでなく、地域の自治会を始めとする各種団体の総会

や新年会、忘年会、敬老会、地元小学校の入学式、卒業式等に参加。お互

いに日頃から交流することで同じ地域の住民同士として顔の見える関係と

なり、緊急災害時においてもスムーズな連携につながると考えています。 

・ホームの行事にも地域の方にご参加いただいたり、運営懇談会に第三者委

員としてご出席いただくなど、年々関係性が緊密になってきています。 

・法人事業所も地域の一員となり、ホーム全体で特別町内会員として加入さ

せていただいています。 

・ホームの公園では地域のペタンクサークルの方が毎週練習をされたり、ま

た、ホールをご使用いただき地域のカラオケサークルの発表会を催される

こともあります。反対にホームの入居者が、地域のカラオケサークルや地

域公園の定期清掃に参加したりと交流が盛んになってきています。 

・災害対策で大切な「地域とのつながり」が年々強固になってきていること

は何よりの成果であると思います。発足10年になりますが、これからも息

の長い活動をしていきたいと考えています。 



 

 

 



 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人京都社会事業財団 

施設・事業署名 京都桂病院 

取組名称 市民対象講座 

取り組みの目的や背景・内容など 

 

医師や看護師、保健師などによりがんや心臓病、脳卒中、認知症、膠原病、

糖尿病、腎臓病などの市民講座を開催し、教育、啓発活動を行っています。 

京都府内の小中高・学校への医師によるがん教育、健康教室の開催、助産師に

よる性教育など、地域の子どもさんに向けての教育・啓発活動も行っていま

す。 

地元の自治会と協力して救急看護認定看護師等が住民対象の日常でできる救

命講習を行っています。 

 

取組を行ってよかった点など 

講座等の取組を通じて、診療や治療への理解、疾病の予防、啓蒙につながっ

ています。 

 



 

 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人京都社会事業財団  

施設・事業所名 昭和保育園 

取組名称 
「タッチケアー＆おしゃべりの日」 

取組の目的や背景・内容など 

初めてのお子さんや、近くで頼る人がいない等、子育てに不安な方

や、子育てママのリフレッシュに利用していただきたくて、地域で活

躍されている助産師さんと一緒にベビーマッサージと子育てママの悩

みを聴いています。 

・開催日  毎月第３木曜日 １０時～１１時半 

・対象  生後１ヶ月～１歳ぐらい迄 

・参加費  ３００円（ベビーマッサージオイル代の一部） 

 

 

 

取組を行って良かった点など 

参加された方同士が繋がっていき、みんなで子育てを共有して行く姿が

見られます。繰り返し参加されるので、保育園を知ってもらえて、入園

の相談も気軽にしていただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人京都社会事業財団 

施設・事業所名 松陽児童館 

取組名称 子育て支援事業、たんぽぽ広場 

取組の目的や背景・内容など 

 

地域のニーズを受けて、児童養護施設「つばさ園」で30年前に「たん

ぽぽ教室」が生まれ、平成19年から児童館で「たんぽぽ広場」として子

育て支援をしています。赤ちゃんと子どもとお母さんが一緒に気軽にお

話しして仲間をつくったりする遊びの広場です。 

毎週金曜日の10時～12時開催で、地域の０歳から就園前の子どもと

保護者が来られます。毎回１０組から１５組の参加があり、広いホール

で子どもたちは車や三輪車に乗ったり、おもちゃで遊ぶ様子を保護者と

一緒に地域の各団体のボランティアの方と児童館職員が見守っていま

す。毎月児童館職員によるパネルシアターもあります。 

年に3回「すくすく子育て教室」を開催し、保健師さんや保育士さんを

招き、発達相談や歯科指導をしていただいたりもします。季節の行事と

して工作企画や手作りのプレゼントもあります。 

 

取組を行って良かった点など 

  

以前利用されていたお母さんから「たんぽぽ広場で地域の保育園、幼稚園

の情報や小学校入学準備の事等聞けてよかった。はじめての子どもで、不

安があったけど、たんぽぽ広場のおかげで不安なく幼稚園、小学校に行け

ました。」という事をきいたことがあります。「たんぽぽ広場」が子育て

中のお母さんの役に立っているのはうれしいことです。 

ボランティアの方との異世代交流もあり、地域とのつながりも生まれ、

子育て家庭を孤立させることがなくお母さん同士のつながりがうまれる

機会にもなっています。 

地域での途切れる事のない交流の場・出会いの場として，子どもと子育

て家庭を応援し、見守る「たんぽぽ広場」を今後もつづけていきたいと思

っています。 

 

 



 

 

 

 



 

 

  



 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人京都社会事業財団 

施設・事業所名 松陽児童館 

取組名称 多胎児支援事業、リトルペアーズ 

取組の目的や背景・内容など 

 

双子・三つ子などの多胎児を妊娠・出産・育児する家庭は、極めて厳しい

状況に追い込まれています。一人を妊娠・出産するのと比べるとさまざまな

点でリスクが高いうえ、同じ年齢の複数児を同時に育てる困難さがありま

す。適切なケアやサポートがないと虐待等の深刻な事態になる事もありま

す。 

そんな双子・三つ子さんとお母さんが集まって、妊娠・出産・育児の不安

や悩みを話し合って、共感し安心してもらうためのサークル「リトルペアー

ズ」を支援しています。毎月第一木曜日と第三月曜日に児童館に集まって子

ども達を遊ばせながら自由に交流できるようボランティアの方、児童館職員

も入っています。 

 

取組を行って良かった点など 

  

双子・三つ子さんのお母さんは「外出しても、公園に行っても一人では見

れないのでついつい遠慮してしまう。」と言われます。2 人一緒に泣かれる

と迷惑になると思われるようです。リトルペアーズがあることで、仲間と出

会い、おしゃべりしたり、一緒に考えたり、悩みを共有することで、「ひと

りではない、仲間がいる、多胎児育児をたのしもう」と思えているようです。 

当初、保健センターの企画・運営で始まり、平成 19 年からは松陽児童館

を拠点に自主運営サークルとして、お母さんたちが中心になり、児童館が支

援をしている取り組みです。 

ひなまつり・子どもの日・夏のプール遊び・クリスマス・節分等には工作

やパネルシアターをすることもあります。地域のボランティアさんのサポー

トもうけながら、お母さんが双子さん・三つ子さんをゆったりした気持ちで

見守れる場所を提供できることがうれしいです。 



 

 

 

  



 

 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人京都社会事業財団 

施設・事業所名 西陣病院 

取組名称 生き方探究・チャレンジ体験(職場体験) 

取組の目的や背景・内容など 

京都市立西京高等学校附属中学校及び京都市立西ノ京中学校にて医療

業種を希望する中学生を対象に当院で体験実習を受けていただいてい

ます。 

 

 

取組を行って良かった点など 

職場体験を実施することにより、地域との連携、また医療従事者を目指

す学生が体験活動をとおして多くの人たちとふれあい、社会貢献等を学

べる機会になっています。 

 

 

 

 

 



 

 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人京都社会事業財団 

施設・事業所名 西陣病院 

取組名称 地域とのふれあい行事参加 

取組の目的や背景・内容など 

柏野社会福祉協議会や翔鸞住民福祉協議会が主催し開催されている会

で、健康相談・血圧脈拍測定すると共に地域とのふれあい行事に参加

しています。 

 

 

取組を行って良かった点など 

地域とのふれあい活動に参加することで、当院に入院されておられた患

者さんなどの退院後元気に過ごされている様子などの話が伺えたり、健

康相談等を実施することで地域住民の方とのつながりができました。 

 

 

 

 



 

 

 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人 京都社会事業財団 

施設・事業所名 二条保育園 

取組名称 地域の東町町内会と保育園との防災の取り組み 

取組の目的や背景・内容など 

二条保育園と東町町内会との間で、防災の取り組みとして覚書を交わ

しています。 

（内容） 

・震災等大災害時の緊急避難場所として提供。 

・3日間の食糧・水等の備蓄をする。 

・保育園に緊急事態（防犯事案など）時は地域住民も駆けつける。 

・保育園園児の避難の時は地域住民も援助する。 

 

 

取組を行って良かった点など 

定期的に東町町内会と確認しあい、防災・防犯意識が高まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

【応募様式】 

法人名 社会福祉法人 京都社会事業財団 

施設・事業所名 北野保育園 

取組名称 展覧会「うみのひみつきち ざぶーん！」 

取組の目的や背景・内容など 

● 近隣地域の子育て家庭を対象とした施設開放 

 

・子どもたちが身近なところで芸術に触れ感性を育てていく 

・想像力，創造力を養っていく 

・海の中の生き物に興味を持つ 

 

取組を行って良かった点など 

 

・「さわれるすいぞくかん」「うみのぼうしやさん」「さかなくんのか

くれんぼ」という，見るだけでなく触ったり作ったり等，全身を使って

感じる事のできる楽しい展覧会を京都市立芸術大学院生たちが作って

くださいました。 

日頃あそんでいるホールが素敵な海になっている様子を見た子ども

たちからは「ホールに魚がいるよ」「早くいきたい」との言葉が出てき

ており，その中に入ると自分が海の世界に入ったような感覚になってい

ました。毎日目をキラキラさせながらお魚になりきってあそび，楽しん

だ一週間でした。 

万華鏡を覗いた時には「うみのなかみたい」と言い，海の生き物の帽

子を被るとそれぞれの生き物になりきって手足を動かして歩き，海の生

き物になった気分を満喫していました。  

 

・ワークショップでは，3～5 才児が学生さんたちと一緒に魚をイメー

ジしたうちわを作りました。できあがったうちわで学生さんをパタパタ

あおいであげて「わーすずしい！」と言ってもらい，大満足な子どもた

ちでした。 

 

・地域の方も多く参加していただき，楽しかった，観るだけでなく触れ

ることの出来る良い機会を体験できた等の感想をいただきました。 

子どもたちも芸術に触れる機会を持てて良かったです。 

 



 

 

 
 


